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子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
は
、
よ
り
早

い
段
階
か
ら
、
家
庭
教
育
の

支
援
が
必
要
と
考
え
て
い
る

の
で
、
例
え
ば
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
時
な
ど
の
妊
娠
期

か
ら
子
ど
も
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
家
庭

教
育
の
支
援
を
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
て
実
施
で
き
る
よ

う
、
関
係
部
署
と
検
討
、
協

議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質問
家
庭
教
育
を
支
え
る
取
組

課
で
随
時
協
議
を
行
い
、
放

流
先
を
確
保
す
る
手
法
に
関

す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
の

実
施
や
、
課
題
解
消
に
向
け

た
要
綱
等
の
作
成
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
協
議

を
重
ね
、
課
題
解
消
に
向
け

努
め
て
い
く
。

質問
生
活
排
水
に
係
わ
る
課
題

質問
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電

直
し
時
期
・
方
法
等
に
つ
い

て
整
理
し
た
い
と
考
え
る
。

　

本
市
で
は
、
多
岐
に
わ
た

る
市
民
の
相
談
に
対
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
署
の
専
門
性
に

よ
り
対
応
し
て
い
る
が
、
相

談
業
務
全
般
の
包
括
的
な
把

握
等
に
つ
い
て
既
存
部
署
を

中
心
に
検
討
を
行
い
、
悩
み

や
問
題
を
抱
え
る
市
民
が
適

切
な
窓
口
に
相
談
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

質問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
相
談
業
務

　

国
に
お
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
専
門
人
材
派
遣
制
度
、
地

域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
制
度
な
ど
、
専
門
的
な
知

識
を
有
す
る
人
材
を
地
方
公

共
団
体
に
派
遣
す
る
制
度
も

複
数
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
制
度
の
活
用
も
含
め
て
外

部
人
材
の
利
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質問
デ
ー
タ
か
ら
の
政
策
立
案

と
な
る
こ
と
に
関
す
る
注
意

啓
発
を
行
っ
て
き
た
。
今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
し
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

成
年
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う

リ
ス
ク
等
に
関
す
る
消
費
者

カ
レ
ッ
ジ
の
開
催
等
を
通
じ
、

親
世
代
へ
、
正
確
な
知
識
と
、

正
し
い
理
解
を
持
っ
て
も
ら

う
よ
う
啓
発
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　

18
歳
成
年
と
親
の
責
任

質問
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の
取
組

質問

れ
る
も
の
と
考
え
る
。
し
か

し
一
方
で
、
本
市
は
同
セ
ン

タ
ー
に
人
的
支
援
や
財
政
的

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
外
郭

団
体
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
経
営
状
況
等

の
適
切
な
把
握
を
行
う
と
と

も
に
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
、

調
整
を
行
い
た
い
と
考
え
る
。

質問
有
機
農
業
の
振
興

質問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

■問問
全
て
の
教
育
の
出
発
点
に

位
置
付
け
ら
れ
、
乳
幼
児
期

に
重
要
と
さ
れ
る
家
庭
教
育

を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に

ど
の
よ
う
に
考
え
、
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
教
育
長　
生
涯
に
わ
た
る

人
間
形
成
の
基
礎
と
な
る
家

庭
教
育
の
役
割
を
踏
ま
え
る

と
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
さ
ら
な
る
家
庭
教
育

の
充
実
は
大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

■問問
市
街
化
調
整
区
域
に
は
、

生
活
排
水
の
放
流
先
が
無
く
、

苦
労
し
て
い
る
市
民
が
い
る
。

生
活
排
水
処
理
率
１
０
０
％

を
目
指
す
上
で
、
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
？

答
環
境
部
長　
放
流
先
の
確

保
が
困
難
な
場
所
が
複
数
点

在
し
て
お
り
、
排
水
処
理
に

大
変
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
は
、

十
分
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
環
境
部
、
上
下
水

道
局
を
含
め
た
１
局
３
部
６

■問問
制
度
改
正
等
で
増
え
続
け

る
相
談
業
務
に
つ
い
て
相
談

デ
ー
タ
の
分
析
や
市
民
ニ
ー

ズ
調
査
等
を
行
い
、
市
民
に

寄
り
添
う
相
談
業
務
と
な
る

よ
う
な
恒
常
的
な
見
直
し
は
。

答
栗
原
副
市
長　
相
談
項
目

の
実
績
や
社
会
情
勢
、
市
民

ニ
ー
ズ
等
を
的
確
に
把
握
し
、

見
直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と

は
必
要
と
考
え
る
。
今
後
、

各
部
署
と
業
務
内
容
や
課
題

等
の
情
報
共
有
を
図
り
、
見

■問問
市
職
員
の
み
で
デ
ー
タ
分

析
や
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
等
を
進
め
て

い
く
こ
と
は
難
し
く
、
外
部

人
材
の
登
用
を
含
め
、
利
活

用
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
総
合
政
策
部
副
部
長　
デ

ー
タ
分
析
や
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
等
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
職

員
が
理
解
を
深
め
る
こ
と
に

加
え
、
外
部
人
材
の
活
用
も

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

■問問
成
年
年
齢
が
18
歳
に
な
る

こ
と
に
伴
い
、
未
成
年
者
取

消
権
が
利
用
で
き
な
く
な
る

子
が
生
じ
る
。
そ
の
子
を
守

る
親
を
、
市
は
ど
の
よ
う
に

支
援
す
る
の
か
。

答
市
民
部
長　
複
雑
化
す
る

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
正
確
な
知
識
と
、

正
し
い
理
解
を
持
つ
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ

れ
ま
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
等
に
よ
り
18
歳
成
年
年
齢

■問問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
会
員
に
支
払
う
配
分
金
は

低
額
で
地
域
経
済
に
と
っ
て

好
ま
し
く
な
い
。
市
と
し
て

配
分
金
最
低
額
引
き
上
げ
の

努
力
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

答
栗
原
副
市
長　
配
分
金
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
独

立
し
た
団
体
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
同
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

就
業
環
境
の
適
正
な
確
保
の

視
点
か
ら
主
体
的
に
決
定
さ

市
民
に
寄
り
添
う
相
談
業
務
へ

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

片
野
広
隆
22

配
分
金
最
低
額
の
引
き
上
げ
を

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

髙
橋　

剛
21

生
活
排
水
の
苦
労
を
解
消
せ
よ

公

明

党

小
ノ
澤
哲
也
20

脱
サ
イ
ロ
化
と
デ
ー
タ
連
携
！

政

晴

会

明
ヶ
戸
亮
太
17

親
の
責
任
へ
の
行
政
支
援

公

明

党

大
泉
一
夫
19

妊
娠
期
か
ら
の
家
庭
教
育
支
援

自
由
民
主
党

吉
野
郁
惠
18


